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もうひとつの伝記
ジョルジュ・リュバン編『ジョルジュ・サンド書簡集』

平　井知香子

Mme　S．－Ecrivon曾1ui　d’ici，　c’est　po6tique，　romantique　et　historique1）．

ジョルジュ・リュバン編「ジョルジュ・サンド書簡集・補遺2）』が1991年，25巻にわたったシリーズの

最終巻として出版された。このシリーズは1964年の第1巻から数えて実に27年，実質的には編者のいう

「半世紀に近い」歳月をかけた労作である。その功績をたたえ，翌1992年12月11日，パリ大学において

記念論文集『ジョルジュ・サンドをめぐって3）』がリュバン氏に献呈された。この論集の序文でラムネ

一，ミシュレの書簡編纂で知られるル・ギュー教授はリュバンの果たした《rδ1e　novateur》について「彼

のみがclimat　sandienを覆した」といい，民間のリュバンがいわば退官記念論文集に匹敵する《Hom・

mage》を受けた意義を強調している4）。また一方パリ第7大学教授ニコル・モゼも同年刊行の1～θθ粥4肉

S6加68s飾㎜ゴηθsのサンド特集で，「サンドはあまりにも長く煉獄purgatoireに置かれたが，その創

造的産物（書簡）にたいして新たな追放を行うべきでない」と述べ，サンド研究の再考を勧めている5）。

ではこの『書簡集』によって何が変わったのか？　リュバンは何を覆したのか？　その努力の跡をたど

ってみよう。

◇レリヤとコンスエロ

かつてアランは「「コンスエロ』あるゆえにジョルジュ・サンドが死ぬ日はこない6）」と言った。また

1954年，アンドレ・モロワの画期的な伝記「ジョルジュ・サンド』L6伽oπ伽碗4θGθo㎎8翫％4が

出版され，この本の終わりで著者は「コンスエロがレリヤに打ち勝った」と宣言した7｝。レリヤとは

《ame》と《corps》の分裂に悩むペシミスティックなヒロインであり，コンスエロとは愛の永遠性を信

じる理想的女性である。モロワはアランを受けて「あまりにも少ししか読まれない女性」を擁護し，コ

ンスエロの勝利を結論としてはいるが，レリヤをサンドのロマン主義の最も重要な特徴とみなしている。

当時知られる限りの資料を駆使したこの伝記はブームを呼び，長くサンド研究の基本的資料の役目を果

たしてきた。だが，事実上作家サンドの一般的評価は芳しいものではなかった。題名レリヤのせいでい

つも冷感性《frigidit6》の女のイメージがつきまとって離れなかったし，さらにボードレールが〃∂π

o伽7〃廊δ％％で投げつけた呪誼㎡cette　latrine8）》からも長い間逃れることができないでいた。この

言葉は女性の存在そのものに対する嫌悪，サンドだけでなく女性一般に対する社会の偏見に通じるもの

であっただろう。このような「サンド的風土」は，一部の心あるサンド学者の嘆くところでもあった9。

しかしサンドの不遇は長く続き，醐o％α臨γ〃爵∂〃πが世に知られた翌年の1910年頃からリュバン版

「書簡集」の成果が実り始める1970年頃までの間正当な評価は期待できなかった1°）。

◇ジョルジュ・リュバン

ジョルジュ・リュバンはサンド友の会を舞台としてサンド研究に貢献し多くのサンディヤンの育成に

も携わる一方，夫人とともに書簡の探索とその編集に力を注ぐこととなった。編集の実際については，
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刊行半ば（第8巻刊行時）の記事Pb螂卿o琵’Co〃2鋭θ初ρπ∂1毎誤oη〃πθCo麗5ρoη40〃6召11）と全巻完結

後のインタビュー12）で直接語られている。それによるとまず特別な動機があった。サンドの故郷ノアンか

ら25キロ離れた地に生まれたリュバンはサンドと同じ田舎，同じ農民を共有した。サンドの「田園小説」

を彩る古い美しい言葉は祖父や祖母が使っていたものであり，自身何よりも親しいものであった。「共通

の言語が共犯を創りだしたのだ13｝」。小学生のころからサンドの作品を読み，まだ存命中の孫オーロー

ル・サンド夫人と新たな書簡集の計画についても話したことがある。また特に1848年におけるサンドの

政治思想に典味を持っていたという。こうした理由により極めて早い時期からサンドの世界に親しむご

とのできた氏が，最初伝記を書きたいと思ったのはごく自然であった。ところがアンドレ・モロワに先

を越されてしまう。リュバン自身凪xcellent　biographe！》と認めざるを得なかったモロワの出現によ

り，新たな伝記を書くことはできなくなった。彼の関心はこうして書簡編纂へと向かう。当時カルマン・

レヴィ版6巻の書簡集が流布していたが，日付の不備や絶対数の不足などの理由から充分納得のいくも

のではなかった。幸運だったのは丁度そのころまとまった未発表の書簡の束がパリ市歴史図書館14）に入

ったことだった。

◇実証的編纂

前記のパリ市歴史図書館をはじめとして，スペルベルク・ド・ロヴァンジュール文庫（シャンティ

イ），国立図書館，古文書館，個人のコレクションなど，刊本をふくむ書簡探索の手が広がるにつれ多く

の困難な作業がそれに伴った。

まず各々の手紙に最低三点の目録を作らなければならない。1．存在場所（公的機関か個人か）2．

日付　3．宛て名。まだコンピューターはなかったので整理は専らカードに頼った。最も重要なことは

《fichier－calendrier》の作成で，サンドの居場所に応じて色分けされ，一日きざみで分類されたカードが

用いられた。〈Y＞という文字が表わすのは主な出来事（健康，訪問客，会見者，観劇，読書，手紙な

ど）。その他列挙するにとどめたものは，サンドの蔵書，劇作品，肖像類，寄贈書，サンドとその作贔に

関する記事，地理など。

すべての書簡をクロノロジックに配列するために特に「日付の決定」が大きな問題であった。サンド

は必ずしも日付をつけていたわけではなく，書いた場所，言及された作品のデーター，劇作品の上演な

どが決定の手掛かりになることもあった。それでも分からない場合は用紙の特質，サインや筆跡の変化，

インクの色，宛て先，消印，切手などの鑑定を行う。

例えば『書簡集』第1巻N°1の母あての手紙はそれまで1814年のものと推定されていたが，封筒の状態

や自伝の記述から1812年と断定。またサンドがガルジレスで偶然日食を観察した時期を検討の結果，カ

ルマン・レヴィ版『書簡集』では1857年に分類されていた7月19日付の手紙は，実は1860年のものであ

ることが判明した（第16巻）。さらに1863年からは，サンド自身，名宛人の記録を残す習慣がついたこと

もあって，そのCarnetsが新たな資料として活用された。その結果，未だその所在は未確認ながら，べ

ルクソン宛に手紙を書いた事実なども明らかになったという（第17巻）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
栫w書簡集』の構成

具体的に構成を見てみよう。まず各巻の特色を表明した序文，つぎにクロノロジー，書誌肖像類，

その他さらに数字とアルファベットで示された万年暦。限られたページ数の中にできるだけ多くの情報

を収めるための工夫としては，同じガルニエ古典叢書の『バルザック書簡集』全5巻（1960－1969）を編

纂した友人のロジェ・ピエロの方針を採用し，脚注のほかに多少とも全体にわたる項目は巻末に一括し

て別にもうけた。名宛人とその紹介，パリの住居などの一覧がそれである。また作品名，地名，人名に

加えて，愛，動物，金銭，子供の教育，読書，音楽，作品，政治，宗教，健康，旅などのサンドに固有

のテーマの索引（アルファベット順）もあり，特に重要なページ数は太字にしている。　　　　　，
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◇サンド書簡の特徴

ところで読者がある作家の書簡に期待するものはしばしばもうひとつの文学作品であり，そこに作家

の内的な〈真実〉を見ようとする。また創作の秘密を探る資料として扱う場合もある。ではジョルジュ・

サンドの場合《6pistoli6re》としての特徴は何だろうか？　彼女は手紙を書きながら小説のテーマを組

み立てるという「稀な能力」に恵まれ，しばしば用件を離れてレシ《r6cit》に赴く。リュバンによれば

多くの手紙はいわゆる「告白の手紙」《lettre・confession》であり，芸術作品《de　v6ritables（euvres

d’art》でさえである。例えば夫カジミールに，ピレネーで出会い五年間文通した恋人オーレリヤンへの

思いを告白する手紙はリュバン版で22ページに及ぷ（第1巻，N°104）。またサンドと謝いの後，娘夫婦

がノアンを去った折に書かれた周知の手紙は71ページを越え，ほとんど《nouvelle》である（第8巻，　N°

3699）。

サンドが手紙を書く習慣をごく自然に身につけたのは少女時代からの愛読書であったルソーの書簡体

小説『新エロイーズ』，スタール夫人の「ミルザあるいはある旅行者の手紙』〃勉α儂Lθ伽s伽η

y砂㎎θ躍などの影響からであろう。『書簡集補遺』には修道院時代の友人バズイン三姉妹にあてた85通

の書簡がはじめて収録され，早くもこのころから作家としての才能を示し，文体を確立し始めたことが

分かる。子供時代に報われなかった愛を他所に求めることを知った時期である。文通は愛に飢えた心を

癒し，書きたい欲求を満たしてくれた。書いているうちに相手を忘れ，書くことに夢中になることもあ

った。自然美の描写，三姉妹の長女で天逝したシェリや祖母の死の悲しみ，夫カジミールへの愛憎，ピ

レネーの恋，そしてそれがもとで姉妹との友情にひびが入り険悪な状態が続いたこと，サンドの嘘の混

じった詫び状など，新たな事実が続出する。リュバンの綿密な注のおかげで他の巻や小説作品などとの

関連がたどれるのも特筆に値する。このバズイン姉妹に加え，プラトニック・ラブに終わったオーレリ

アン・ド・セーズとの長年の文通は，サンドの書簡人生を決定的なものにした。遠く離れた友や恋人に

あてた手紙が作家としてのサンドを育てたのである。彼女が一生を通じて書いた手紙は四万通から五万

通にのぼる。リュバンによれば「サンドは心情を吐露するのが好きである。それはおしゃべりではなく，

自己表現したいという意思である15｝」。この言葉はまさしくボードレールから受けた非難祀11e　est

bavarde》を意識し，それを否定したものにほかならない。『書簡集』とは自伝的自我《moi　biographi一

que》と関係の深いもうひとつの自我《autre　moi》の表現であり，それを探ることによって作家を知り

創作の秘密をも読み解くことができる。その扉を明ける鍵は一つではなく，多数ある。秘密の引き出し

を明ける合鍵《passes》の束，それが『書簡集』なのである（第23巻序文）。

◇『宛名索引」

このシリーズには，本巻完結後の1991年に名宛人のみの索引Gθo禦＆z瓢乃24群4ゑsoo脳殉）oη吻鳩

が1991年に刊行されている。これによると収録人名は二千人を越え，最も身近な家族をはじめ，文学者，

芸術家，俳優，政治家，学者，外国人，庶民や貧しい人々，亡命者など，あたかも十九世紀全体を覆い

尽くす観がある。また時期的には，例えば，フローベールは第17巻から第24巻までの8巻に，デュマ・

フィスは第14巻，サント＝ブーヴは第17巻に多く登場している。名前のみの索引では簡単に過ぎるとい

う印象はぬぐえないが，序文でもふれているように，すべての項目を網羅した索引の作成は個人の力を

越えたもので，後進の当然引き継ぐべき仕事であろう。

◇「サンド的風土」を越えて

サンドとリュバンに共通のpr6nom「ジョルジュ」とはそもそもベリー人を意味し，また土地にまつわ

る伝説の悪魔ジョルジョンにも通じる。このような縁（《Georges　et　George，　ins6parables》16》）に結ば

れたジョルジュ・リュバンによって，サンドはようやくミュッセやショパンの恋人の域を脱することが
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できた。ボードレールが知ることのできなかった豊かで複雑なその全体像がここに姿を現わしたのであ

る。近年，サンドの伝記が相次いで書かれるようになったのも，この『書簡集』を抜きにしては考えら

れない。「サンドはレリヤではない17）」とういう声も，公然と聞かれるようになった。また作品の方も，

リュバンの業績を受けて新版が次々と出版されるようになった。ジュール・サンドーとの共著とみなさ

れ，これまで重要視されなかった最初の小説「ローズとプランシュ18｝」もリュバン自身の注目によって甦

ることになった19）。今やかつての「サンド的風土」は，25巻に及ぷ全「書簡集』の存在そのものによって

完全に克服された。同時にまた，編者リュバンはこの長年の努力の結晶を通じて，自らもうひとつの最

も詳細で実証的な伝記を書き上げたということができよう。

＊　　　　＊　　　　＊

黄色いクラシック・ガルニエ版の表紙は，各巻の特徴を表わした肖像画や写真で飾られている。第1

巻は自画像，第2巻はメダル，第3巻は画家による肖像画，第8巻のようなカリカチュア的像もあり，

晩年のものにはナダールの写真が登場する。そして『書簡集補遺』の表紙を飾るのは例のリュクサンプ

一ル公園にあるジョルジュ・サンド像である。サンドのパリでの最後の住居が近くにあったこととも関

連しているのであろう。編者リュバンはこの最終巻の序文でこれまでの仕事を振り返って「これまで喜

びと同時に〈後悔〉の念に付きまとわれたままであった」と述べ，やっとく牢獄〉から解放されること

を喜びつつ読者に別れを告げている2°）。

その後の1993年夏，ブーローニュの住居を訪れた筆者に対し，氏は「サンドの研究には人生〈vie＞が

二ついる」と語った。しかし，補遺をふくめたいずれの巻にも収録をみあわせた7，8通の書簡が今もそ

の手元にあり，近く年代を決定した上で公開すると言う。またテクストの校訂がなおざりにされ長く忘

れ去られていた『ローズとプランシュ』についても引き続き関心を寄せている。《Grand・pere　frangais21）》

と呼ばれている氏の近況を伝えて結びとしたい。

　　　　　　　　　　　ハ

1）　Georges　Lubin（6d．），　Co卿oη吻η6846（leorge　Sland．　Sulipl6ment（1817－1876），　tome　XXV，“Classiques’

Gamiers”，1991（以下Co〃．と略す），　p．912．旅先のイタリヤからウジュヌ・ランベールにあてた手紙。この中

でサンドは劇の場面を組み立てている。　　　　　　　　　　　　…

2）　乃鼠

3）　　賜6凌zπ9㏄q〃珍7なδ（語029㏄L駕∂づη．ノ1π如πγ4θ（語o響εS召π4d6di6s　par　le　Centre　d㌔…tude　des　correspon・

dances　des　XIXe　et　XXe　siecles，　Facult6　des　Lettres　et　Sciences，　Universit6　de　Brest，1992．第一部はサ

ンド関係，第二部はラムネー，バルザック，ゾラなどおもに19世紀の書簡に関する論文の計17篇を収録。

4）　Lθs、4〃廊42（初㎎召翫η4Nouvelle　Sεrie（以下44．G∫と略す），　N°14，1993，　pp．43・44．

5）　　R8微64εs　S6ゴ飢6θs、研π㎜ゴπ6s」Gω㎎召＆2η4　Universit6　Charlesde－Gaulle　Lille皿，　N°226，1992，　p．209，

（以下，R．S．H．と略す）。

6）　杉本秀太郎訳「アラン文学論集」白水社，1964，p．253．

7＞　Andr6　Maurois，　L6勧oπ勉漉4θ（⊇θo環gθ翫η4　Hachette，1952（河盛好蔵・島田昌治訳「ジョルジ子・

サン』新潮社，1954，p，531）．　C£長塚隆二「ジョルジュ・サンド評伝」（読売新聞社，1977）pp．141・147；

拙稿「秘儀的ファンタスティック，ジョルジュ・サンドの作品における幻想的要素」（「京都大学文学部フラン

ス文学研究室報告」昭和49年度，1974）。

8）　ボードレールは1855年8月14日，作者サンドに宛てて恋人マリー・ドーブランの劇出演を依頼する手紙を書
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くが，結局実現せず，以来サンドに《une　haine　folie》を抱くようになったという。（㎞n　Cellier，《Baudelai・

re　et　George　Sand》dans　Rθ槻64’撚’oゴ翅1ゴ∫彪解ゴ紹42伽Fηηoθ，1967，　LX　V皿，　pp．239・259．）

9）　Pierre　Salomon，　Gθ07gεS伽4　Hatier，1953．　p．3

10）　Georges　Lub玉n，《La　correspondance　comme　passion》dans掘㎎傭πθ〃泥吻α加，　Gω即5伽4　N°295

janvier　1992，　p．28，（以下，Magacine）。

11）　　Bulletin　de　rAssociation　pour　l’6tude　de　la　diffusion　de　rceuvre　de　George　Sand，　P名禽θπ084θGθo㎎8

S伽4N°4，1978，　pp．4・6（以下，　P窩碗oθ）。

12）　　　ルf㎎鷹ゴ”6，pp．26・28．

13）　de　langage　commun　cr6e　une　complicit6》（P腐θ”6θ，　p．4．）

14）　Blbliotheque　de　la　ville　de　Paris．1953年以降オーロール・サンド夫人が寄贈した《Fonds　Sand》を所蔵

する。

15）　《Grorge　Sand　aime　s’6pancher．　Ce　n’est　pas　du　bavardage，　mais　un　d6sir　de　s’exprimer．》（ル薮¢gαgゴη8，

N°295，P．28．）

16）　　Jean・Pierre　Lacassagne，《George　Sand，　Co甥ゆoπ吻πoε，　S梶ρρ功吻z9η’》dans／1．GSN°13，1992，　PP．

48・49．Lacassagneは研s’o加4’π”θα〃3弼ゑPゴθ㎜L卿κκθ’G60㎎8翫η4　Paris，　Klincksiek，1973．の著者。

17）　Jean　Chalon，α吻6（諺o㎎θS伽4　Flammarion，1991．

18）　J．Sand，　Rosθθ’B伽6妬Les　Amis　du　vieux　N6rac，1993．　N6racはフランス南西部，サンドの夫カジミ

一ルの生誕地近くの町。
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